




 

 神経筋接合部に関する基礎的、実験的研究と共に臨床的研究の新知見も数多

く得られ、その進歩はめざましい。私達は神経終末の再生についても検索を行

ってきたが、in vivo および in vitro における神経筋接合部の形態発生学的研

究と共にまだ未開拓の点も多い。また、神経筋接合部に対する走査型電子顕微

鏡的観察は行なわれていない。私達は前回成熟マウスの下肢筋を用いて各種酵

素による消化を行うと共に臨床的応用の可能性について検討を行った。試料の

作製法はグルタールアルデヒドまたはフォルマリン固定を行った下肢筋(長指

伸筋、ヒラメ筋、短指伸筋)はヒアルロニダーゼ、コラゲナーゼの処理を行い、

オスミウム酸固定を行った後に筋線維を再度細裂し、数本の筋線維束になるよ

うにし、結合組織は可能なかぎり除去した。アセトン脱水後炭酸ガスによる臨

界点乾燥を行う。この後に再度結合組織を出来るかぎりはがし、筋線維が裸に

なるようにして試料台に附着させた。試料は金イオン蒸着後観察した。 


